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難治性甲状腺がんに対する標的アルファ線治療

近年、アルファ線を用いたがん治療が注目を集めており、従来のベータ線では増悪傾向であった進行が
んの治療において、良好な治療効果が報告されている。分化型甲状腺がんの治療においては、放射性ヨ
ウ素（131I）を用いたベータ線治療が行われているが、治療効果が十分でないことがあり、また専用病室へ
の隔離的入院が必要となっている。一方、アルファ線は短い飛程で大きなエネルギーを放出し、周囲への
放射線の影響がほとんどないことから、外来通院での治療が可能である。アスタチン（211At）はヨウ素に
よく似た性質を示すアルファ線放出核種であり、ヨウ素と同じ機序で甲状腺がん細胞に取り込まれる。これ
までの非臨床試験において、アスタチン化ナトリウム（［211At］NaAt）注射液の有効性と安全性を十分に
検証した後に、大阪大学医学部附属病院において、難治性甲状腺癌を対象としたアスタチン（211At）を
用いた医師主導治験を実施し、忍容性と有効性を確認した。

「医師主導治験の概要」

図1. アスタチン(211At)投与後の131I-SPECT画像：
病変がほぼ消失していることがわかる（矢印）

放射性ヨウ素 （131I） 抵抗性の分化型甲状腺がん患者を対
象にアルファ線治療薬アスタチン化ナトリウム([211At]NaAt)
の安全性、 薬物動態、 有効性を確認するための第Ⅰ相医
師主導治験（Alpha-T1試験） をヒト初回単回投与試験として
実施した。 低用量(1.25MBq/kg)から開始し、2.5 MBq/kg、
3.5MBq/kgと徐々に用量を増やしていき、 合計11名の患者
に単回投与を行った。
中 ・ 高用量群(2.5または3.5MBq/kg、 合計9名)のうち、 3名
で腫瘍マーカー （サイログロブリン） が投与開始前から50%
以上の低下、 また3名で放射性ヨウ素 （131I） を用いた画像
診断において、 転移病変への131I集積の消失 （1名は完全
消失、 2名はほぼ消失） を確認した （図1）。 従来治療で抵
抗性を示した患者であっても、 アスタチンを用いた標的ア
ルファ線治療の有効性を示すことができた。

・ アルファ線を体内から放出する新たながん治療薬 「アスタチン」 を用いた標的α線治療では放射性ヨウ素

（131I） を用いた標準治療で効果が得られない難治性甲状腺がん患者であっても、 治療効果の高いα線によ

ってがん細胞の狙い撃ち治療を実現可能。 RI病室への入院も不要。

・ アスタチンは加速器を用いた国内製造が可能であり、 将来的には様々ながんに対する標的アルファ線治療薬

への展開が期待される。


